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J.S.バッハ 無伴奏ヴァイオリンのためのソナタ＆ パルティータ全曲演奏会Ⅰ山根一仁

J.‌S.バッハへの思い新たに、

　　溢れだす創意とともに挑む、

　　　　 渾身のパルティータ！
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トッパンホールは高度な空調管理システムを有し常時適切な換気を行うとともに、ウイルス除去対策として、ホール内すべてのエリアにオゾン燻蒸ならびに光触媒コーティングを施しております。
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　無伴奏の山根一仁が帰ってくる！

　2014年、〈エスポワール シリーズ〉Vol.1で、「ピアノも

譜面台も何も置かれていないまっさらな舞台に出ていく緊張

感を楽しみたい、味わいたい」と、ひと晩の無伴奏プログラ

ムを苦心しながら作り上げた山根一仁。J.S.バッハはソナタ

第1番を弾いた。素晴らしい集中力と緊張感、そしてソリス

トとして生きることの孤独感を全身で浴び格闘しながら10

代の山根は凄い演奏をした。そして17年の〈エスポワール〉

Vol.3最終回。山根は再び無伴奏プログラムを希望し、バッ

ハのソナタ第2番を弾いた。この間の成長は目覚ましく、よ

り自由で当時の山根の発見が随所に見られる演奏だった。

　この2つの演奏会、間にミュンヘン留学を挟んではいるが

山根はまったく異なる2つのJ.S.バッハの世界を描き、それ

ぞれが説得力と存在感を持って聴衆に語りかけてきた。これ

からも、このヴァイオリニストのバッハの足跡を、繰り返し

ここトッパンホールで刻んでいくことになるだろうと思った

ことをいまも鮮やかに記憶している。

　それから5年。山根一仁が遂にJ.S.バッハ《無伴奏ソナタ

＆パルティータ全曲》に挑む。若さと鋭さそのままに、誰に

も真似のできない鋭い感性のアンテナを通して読んだ、いま

の山根のバッハの全貌は如何に。注目公演の第1幕、《無伴

奏パルティータ全曲》の幕が切って落とされる。
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